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例
年
に
な
い
よ
う
な
大
雨
・
洪
水
・
土
砂
崩
れ
情
報
が
テ
レ
ビ
画
面
に
ス
ー
パ
ー

で
な
が
れ
、
そ
の
間
に
各
地
で
発
生
す
る
緊
急
地
震
速
報
が
報
知
音
と
と
も
に
不

安
を
か
き
た
て
、
さ
ら
に
現
地
の
人
々
の
生
活
や
心
情
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。

前
日
の
生
活
が
一
変
し
て
家
族
を
失
っ
た
方
、
ま
た
避
難
生
活
が
何
日
も
続
き
、

先
の
み
え
な
い
不
安
か
ら
日
々
生
活
を
し
て
い
る
方
、
ど
ん
な
に
不
自
由
な
生
活

を
し
て
い
る
の
か
・
・
・
。

　
　

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

　
　

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

　
　

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ

　
　

モ　

マ
ケ
ヌ

　
　

丈
夫
ナ
カ
ラ
ダ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　

モ
チ

デ
ス
ク
の
前
に
掛
け
て
あ
る
宮
澤
賢
治
の
手
帳
（
復
刻
）
の
文
字
が
重
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。

３
・
１１
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
し
ば
ら
く
心
身
と
も
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
時

期
を
考
え
る
と
、
立
ち
な
お
る
こ
と
の
難
し
さ
、
人
の
サ
ポ
ー
ト
の
力
の
重
要
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、「
終
活
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
人
生
の
終
り
の

た
め
の
活
動
と
し
て
葬
式
や
お
墓
や
相
続
、
身
の
ま
わ
り
の
整
理
な
ど
と
考
え
が

ち
で
す
が
、
人
生
の
第
三
、
第
四
位
の
再
出
発
と
考
え
て
「
少
し
身
の
ま
わ
り
を

整
理
す
る
」
あ
る
い
は
リ
セ
ッ
ト
す
る
と
考
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

以
前
に
「
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
」
で
書
い
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
歩
先
を

見
つ
め
る
「
今
日
」
を
生
き
る
こ
と
、
命
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

　

ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
は
、
八
月
下
旬
か
ら
来
年
に
か
け
て
大
き
な
展
覧
会
が
二
十

数
企
画
入
っ
て
い
ま
す
。
少
し
早
い
お
知
ら
せ
で
す
が
、
二
〇
一
八
年
の
新
春
特

別
企
画
の
幕
開
け
は
、
工
芸
大
国
「
石
川
」
の
伝
統
工
芸
で
活
躍
す
る
精
鋭
作
家

六
人
に
よ
る
展
覧
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
陶
芸
、
染
色
、
漆
芸
、
木
竹
工
と
い
ず

れ
も
日
本
工
芸
会
正
会
員
の
作
家
た
ち
に
よ
る
作
品
の
展
示
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
来
月
の
「
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
」
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

伝
統
の
美
・
技
・
心
を
現
代
の
暮
ら
し
に
生
き
た
工
芸
品
と
し
て
制
作
し
て
い
る

作
家
た
ち
と
の
出
会
い
は
心
を
と
き
め
か
せ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
作
品
と
の
出
合
い
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
「
技
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
「
美
」

そ
し
て
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
た
時
に
感
じ
る
「
心
」。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

                                                                            

（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

会
期　

八
月
二
十
六
日
（
土
）
～
三
十
日
（
水
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
五
時
）

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

第
５２
回　

自
由
美
術
群
馬
展

藤
重
朋
紀　

写
真
展

   

画
家
と
パ
レ
ッ
ト　

色
の
記
憶         　

三
十
数
年
前
か
ら
出
会
っ
た
画
家
と
当
時
使
用
し
て
い
た
パ
レ
ッ

ト
を
撮
影
し
始
め
、
そ
の
後
も
彫
刻
家
、
陶
芸
家
、
音
楽
家
、
現

代
ア
ー
ト
の
人
物
を
撮
り
続
け
る
。
懐
か
し
い
画
家
や
作
品
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
パ
レ
ッ
ト
も
興
味
深
い
。

連
絡
先　

０
２
７
・
２
３
３
・
４
６
５
０
（
藤
重
）

会
期　

九
月
一
日
（
金
）
～
四
日
（
月
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

＊
二
十
七
日
（
日
）
十
四
時
か
ら
自
由
参
加
の
批
評
会
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

事
務
局　

０
２
７
・
２
５
１
・
５
４
４
０
（
中
林
）

今
年
も
恒
例
に
な
り
ま
し
た
「
ふ
る
本
市
」
を
十
一
月
四
日
（
土
）

か
ら
十
二
日
（
日
）
ま
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
過
ぎ
て
右
側
に
古
本
コ
ー

ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
希

少
本
や
専
門
書
を
展
示
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

本
を
箱
か
ら
出
し
て
表
紙
に
触
れ
、
扉
を
開
い
て
文
字
に
出
合
い
、

頁
を
め
く
っ
て
活
字
を
お
い
、
著
者
の
声
を
感
じ
、
新
し
い
世
界
と

の
出
合
い
に
胸
が
高
鳴
り
、
そ
の
世
界
の
空
気
を
感
じ
・
・
・
。

そ
ん
な
出
合
い
を
一
冊
の
本
を
手
に
す
る
た
び
に
味
わ
え
る
。

ノ
イ
エ
ス
に
来
廊
さ
れ
ま
し
た
ら
、
是
非
味
わ
っ
て
み
て
下
さ
い
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
は
、

八
月
十
四
日
（
月
）
～
二
十
二
日
（
火
）
ま
で
休
廊
し
て
い
ま
す
。

展
覧
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
展
覧
会
会
期
中
に
お
電
話
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

電
話　

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４

  

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

休
廊
の
お
知
ら
せ

原　

誠
二
展                　

     

〈
企
画
〉　

会
期　

九
月
九
日
（
土
）
～
十
七
日
（
日
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

飯
出
袈
裟
市

　

暮
ら
し
の
挽
物
工
芸
展            
〈
企
画
〉　

会
期　

九
月
二
十
三
日
（
土
）
～
十
月
一
日
（
日
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

知
人
の
遠
藤
敦
司
氏
か
ら
第
十
四
回
薩
摩
琵
琶
＋
尺
八
と
箏
の
調
べ

の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坂
田
美
子
（
琵
琶
・
語
り
・
歌
）、
稲
葉
美
和
（
箏
・
作
曲
・
編
曲
）

坂
田
梁
山
（
尺
八
・
笛
・
編
曲
）
出
演
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

十
月
一
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら
煥
乎
堂
５
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
三
〇
〇
〇
円

電
話
予
約
は
０
８
０
・
５
６
５
３
・
３
６
９
９
（
遠
藤
）

遠
藤
敦
司
氏
は
、
企
画
・
構
成
・
脚
本
・
進
行

ノ
イ
エ
ス
の
二
階
会
議
室
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
公
香
会
の
方

よ
り
「
和
文
化
の
融
合
」
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

室
町
時
代
よ
り
続
く
「
和
文
化
の
融
合
」
香
道
、
大
鼓
の
世
界
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。
香
席
、
大
鼓
鑑
賞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
員
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
八
月
二
十
八
日
（
月
）
ま
で
に
直
接

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
申
し
込
み
先
ま
で
ご
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

参
加
費
用
や
日
時
に
つ
き
ま
し
て
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。


